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1.
　フロストは人間が物思いしながら佇む姿を繰り返し描き、世界や他者、自己の
内に真理的なものを見出せるか、知をもって探求する姿を提示してきた。時に語
り手は自然へ目を凝らし、その思索への答えとなる現象が起こるよう期待する。
つまり洞察を積み重ねた末に、その現象をきっかけにその向こうにある真理を見
出そうと願う。そうした象徴的な光景は明示されず、人間は真理を把握できない
と、不条理をそのまま受容することを仄めかす詩が多くある。一方で一種の啓示
的な場面に遭遇する詩もある。いずれにせよ詩人は単純で明快な真理を謳わな
い。本論ではフロストの詩に描かれる知の探究と、その先に詩人が何らかの真理
を見出すか否かはともかくこの世界のあり様を受け入れる姿勢、この二つの間で
揺れつつ世界に対峙する人間心理から、彼の詩に見る人間観の一面を論じたい。
　フロストはこの知と受容のテーマを含め、神と人間、世界・自然と人間等、二
項対立的なモチーフを描くことが多い。Peter J. Stanlisが“It would be a cardinal 
error for any scholar or literary critic to assume that Frost’s philosophical dualism 
can be reconstructed or understood through a study of his poetry.” (Stanlis 6)と
論じたように、彼の詩では二元論的な相関物の間で揺れる人間模様がよく描かれ
るが、弁証法的に一方の優位を結論するどころか、総合的に彼の詩を読むとそう
した収斂は見られない。双方へ振れながら総体として人間を謳うと言える。本論
ではその観点から、彼の詩に描かれる人間の探求心に焦点を当てる。そうした詩
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群にしばしば表明される“Scared”「脅え」の心情と、白黒明暗を際立たせる描写
との関連性にも触れ、人間の「知」をフロストがどう位置付けようとしたか考察
したい。
　まずそうした詩の典型として、A Further Range収録の“Design”を読む。ぶよ
ぶよした蜘蛛が、捕えた蛾を掲げるように佇む。そこは道端に生える万能草と呼
ばれる一種の薬草の上。本来は青々としたこの草も含め、この三者は一様に白く
描写される。このソネットは前後半 2連に分かれ、前半で“morning”という言葉
が使われるが、この三者の併置に語り手は違和感から、「死や破滅を特徴付けるも
のがない交ぜに揃い、直ちに朝を始めるつもりの、魔女が拵えるスープの材料の
よう」(275)と比喩的に提示しているに過ぎない。久しい食事にようやくありつ
く蜘蛛には、今は朝とも呼べる光明に満ちた時だろう。もう一点、語り手が一種
の啓示的真実を見ていることに注目したい。この世の万物には必ず「死と破滅」
が訪れるが、それを糧に生を繋ぐ存在もまたあり、救済と破滅が裏腹に存在する
のがこの世界の実相と言える。ただし、それをこの観察者がすんなり受け入れ難
い心情が、後半でこう謳われる。
What had that flower to do with being white,
The wayside blue and innocent heal-all?
What brought the kindred spider to that height,
Then steered the white moth thither in the night?
What but design of darkness to appall?—
If design govern in a thing so small. (275)
　三つ並ぶ疑問の一つ目に喚起するのは、本来明るい緑色で万物を癒す存在であ
るはずの万能草までも、死を不気味に垣間見せてここでは白く見えることへの違
和感だろう。Tim Kendallはアンソロジーでこの詩に対し、“Whiteness is more 
normally the color of innocence and purity, but now it signifies deception and 
death.”(Kendall 360)と注釈する。無垢で純粋なことを白が象徴し得るのは、
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William Blakeが純白の子羊を謳ったように連想し易いだろう。彼が指摘する「欺
きと死を強調」とは、語り手や読者がまず想像し得るその観念ではこの光景が説
明できないことを指す。二つ目も同様の違和感を問う。生きとし生けるものとし
て同類であるはずの蜘蛛が、何故犠牲者を高く掲げるのかと。「夜の彼方へ」と描
写する通り、万能草は闇夜の星明かりにほの白く浮き上がるが、この違和感を醸
し出す舞台装置として見事に機能する。三つ目では結論的に「闇の意匠が存在し
ている」ことを問うが、疑問文でありかつ仮定法未来を用いるこの最後の表明は、
現実として否定しないまでも、語り手としてこの顕現した真理を強く否定したい
心情が表れていよう。この気持ちは音でも見事に表現される。行末に響く二音は
それぞれ、[white-height-night; ait]で痛切な悲哀を表現し、[all-appall-small; 
ɔːl]に真理の顕現へ畏怖する心情が読み取れる。またソネット形式のこの詩は最
終行前半で iambicが破格し、ここにも語り手たる詩人の動揺が汲み取れる。語り
手は一つの真実を知り、そして受け入れ難いことを受容することに対し呻吟して
いると言える。この心情は、1922年に雑誌初出、間に二冊の詩集を挟み 1936年
のA Further Rangeへ収録されたこの詩とともに、既に 1912年“In White”とタ
イトルが付いた未発表版の後半と比較するとさらに判然とする。
What had that flower to do with being white,
The blue Brunella every child’s delight?
What brought the kindred spider to that height?
(Make we no thesis of the miller’s plight.)
What but design of darkness and of night?
Design, Design! Do I use the word aright? (977-8)
　一貫して [ait]で 6行押韻し、痛切な語り手の心情が表に立つ。基本的に弱強の
リズムも一貫し、その痛切さがリズムにも脈打つ。万能草は「子供の喜び」に重ね
られ、現実に裏切られた心情が滲む。括弧書きで「蛾の苦しみから何の主題も汲
み取らない」と独白し、「意匠という言葉を正しく使っているのか？」と問い、こ
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の光景から万物必滅の真理を感得することを語り手は拒絶している。二つを比較
し、Richard Poirier は“The speaker of ‘In White,’ by contrast, takes no 
responsibility for anything.… , whereas the speaker in ‘Design’ actively 
participates in the creation of what he finds.” (Poirier 256)と、語り手のこの事象
へ向かう心情に違いを見る。確かに初期版では条理を不条理とみなし、ただ翻弄
されるに留まる心理が滲む。一方完成版では、世界に存在する条理を垣間見せる
象徴としてこの光景を見ようとし、翻弄されつつも積極的な覚悟を語り手は抱
く。
　この覚悟は一種の恐れを介し生み出されるが、同様に真理的な感得をする場面
を描く他の詩でも、語り手が「脅え」ていることが度々ある。この詩では真理を孕
む世界を夜の帳に包む闇は、語り手に白という明暗をもって象徴的に現れたが、
フロストが詩で語る声は、何故「知り」、真実を「把握」する時に率直な喜びよりむ
しろ、脅えを抱くのか。そしてこの「脅え」とは、知能を働かせ世界を把握しよう
とする人間には、絶望的な真実に他ならないのだろうか。もし絶望的な心情のみ
を闇が象徴するのなら、佇み知ろうとする営みを繰返し描いても単なる悲観の上
塗りでしかないかもしれない。一方でそこにより複雑な心情が表れているとは考
えられないだろうか。先に触れたように彼は、人間の「知る」営みを繰返し描くと
ともに、時にこの詩で用いた“appall”や“scare”、“fear”等の言葉を用い、あるい
は心情の流れとして「脅え」を描くことも印象的である。また多くの詩で明暗の
コントラストを用い、一見して対照的に提示する。そうした探求心を心理的・色
彩的な舞台装置とともに描く詩と、「知る」ことそのものに焦点を当てた詩にも目
を向け、彼がこの営みを複雑に位置付けようとした点について考察を進める。
2．
　詩で語り手達が「脅え」の感情を抱くことそのものは特に珍しいことではない。
フロストの詩でこの感情に注目すべきなのは、「知」や「世界と個人の関係」等、彼
の詩に特徴的なテーマを連携させながら語り手が脅える作品がかなり多いと考え
られるからだ。そうした詩の一つとして、Mountain Interval収録の詩“The 
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Bonfire”に触れ、彼の詩における脅えの心情を分析する。彼が得意とする iambic 
pentameterのリズムで書き綴る 114行の短編劇的な詩の一つであり、親子と思し
き親しい間柄の成人男性と少年達の間で交わす対話で成り立つ。「なあ、丘に登っ
て、俺達がぞっとすることをしよう。」(125)と男が少年達を誘い詩は始まる。丘
に柴を高く積み上げ燃やしゾクゾクしようと雄弁に火遊びを持ちかけるのに対し
て、少年達は気乗りせず言葉も少ない。子供達は“scare ourselves”「自らぞっとす
る」ことに魅力を感じていない。男はかつて自分が火を燃やしぞっとした体験を
語る。今と同じ雨乞に似た呪術的な遊びを家の敷地にある大量の枯葉でしたら、
思わぬ突風が吹き、枯れ芝広がる敷地を一瞬で黒一色にした。その時の彼は瞬間
的に死を覚悟したが、辛うじて火を消し得た。この恐怖感と安堵感をしみじみ語
る男に対し、「その経験が僕達に何の関係があるの？」少年達は無関心に問う。「恐
怖を避けていて、戦争になったらどうするのか？」と男は反問するが、「戦争は子
供と関係ないよ。大人のことでしょ」と子供達には依然関心がない。彼らの恐怖
への無関心に対し男が熱弁して詩は終わる。戦争が起これば大人も子供も関係な
く破局が訪れること、戦争は天高くから避け難く宿命的に訪れることを象徴的に
男は語る。ここで彼は人間が遭遇する「恐れ」の最たるものとして戦争を例とす
る。複数の先行研究でこの詩はフロストの数少ない戦争へ言及する作品であるこ
とから、フロストの政治的側面の読み取りに引用されることもあるが、ここでは
我々が人生で抱く数々の「恐れ」が学び、つまり「知る」営みと通じる観点から引
用し考察する。
Haven’t you heard what we have lived to learn?
Nothing so new—something we had forgotten:
War is for everyone, for children too.
I wasn’t going to tell you and I mustn’t.
The best way is to come uphill with me
And have our fire and laugh and be afraid.” (127)
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　我々人間が生きて学ぶべきことは新しいことではなく、日常は忘れているのだ
と語り手は言う。大人はそれを子供へ普段語らず、憚りさえする。まして戦争と
いう破局的な悲劇の話を、多くの大人は好んでは語り合わないかもしれない。破
局という大きな不条理が子供を含め万人に関わるのなら、様々な恐れや不安は一
つ一つが個人的な事象でも、誰にも逃れ得ないと言える。それ故語り手は「山に
登って火を点け、笑いそして怖がろう」と改めて誘う。この誘いは、言葉では表現
し難いことを、遊びという体験の中で伝えるため、本質的なことを学ぶためにし
たのだとわかる。不条理と認識し得ることを恐怖とともに経験し現実として知れ
ば、経験者はそれを認知した世界の中の条理に組み込み得るだろう。
　語り手の火事体験は、フロスト本人が住んでいたDerry Farmで経験した事故
を土台とすることは、フロスト研究での初期的な Laurence Thompsonの伝記か
ら、17年に出たHenry Hartの伝記に至るまで度々紹介されている。Hartによる
と彼も子供に恐怖体験をさせ、学びのきっかけとしたようだ。“On the Derry 
Farm, he had encouraged them at night to run down the empty road into town and 
pick up a dime he had left on a stump. He assumed this would dispel their fears 
of the dark.” (Hart 215-216)とあるように、やや乱暴にではあるが、暗闇への恐怖
を克服する体験や、屋外や屋内での様々な想定外を経験することで、我々は恐怖
する、つまり目の前に現れれば理解不能だとまず認識するはずの事象を、徐々に
克服できよう。当然実際に起こる全ての恐怖が、大人から子供へお誂え向きに用
意されはしない。我々は身の回りの様々な事象へ観察の目を凝らし、驚きととも
に気付き認識し、各々の認知世界を広げられる。ただしその拡大が完成すること
は人間にはほぼ不可能とも言える。我々は往々にして「言うつもりもなかったし
言うべきではない」(127)と憚り、それらに目を向けずに日々を過ごすことも多
いだろう。
　フロストは 1958年に最後となる詩集 In the Clearingを編む最中、ダートマス
・カレッヂで彼の人生観について講演し、精神的・観念的なものは外へ形として
現れ出ると捉え、目に見えるものに精神の現れを見得ることが彼の信念だと表明
する。そこで彼は哲学用語としての“materialism”「唯物主義」とは違い、
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“materiality”「具現性」が自らの信念だと述べる。(R. F. Speaking on Campus 88-
89) 詩こそ彼にとって、内的世界の具現と言えよう。この具現として見出すべき
精神的事象の最高位に彼は、“the meaning”「意味」を置く。観察者は外に見出す
事象と自身の関わりから意味を見出そうとする。一方で内へ向かってその意味を
咀嚼し整理する。そして再び外へ詩であり言葉、そして行為としての具現へ続く。
た だ し“I enter into the material every poem I write,…. at the risk of the spirit.”
とも述べるように、この営みには常にリスクが伴う。自ら外なる「意味」を取り違
えたり把握しきれないリスク、内面より現れ出たものが他者に理解されないリス
ク、そして何よりそれまでの自身の内面世界を改変せねばならないリスクを伴う
はずだ。その多くの瞬間には喜びというより、むしろ「恐怖」と言える苦しみが伴
うと察せられる。この瞬間の積み重ねを「人間として生きる」と定義付けるなら、
逆を彼は「実存主義」、キリスト教的に言うなら七つの大罪の一つである“acedia”
「無関心」と呼ぶ。(R. F. Speaking on Campus 91) ここで彼は人間を取り巻く事
象と本質を関連付けないという意味でこれらの用語を用い、それらへ意味を見出
さない人を「自殺に思い悩むことのない人」と批判する。同時代のアルベール・
カミュやサルトル等の実存主義文学を念頭にした言葉とも考えられるが、こうし
たフロストの人間観を踏まえるなら、「人として生きることをやめること」と見な
してよいだろう。彼にとって人間は、探求を継続し認識・把握を更新し続けるこ
とが基盤と言える。またこの意味において、彼が「無関心」と断ずる批判は、“The 
Bonfire”で「恐れる」ことへ無関心だった子供達にも向けられ得るだろう。
　フロストは生きる意義についての語りを、“There are lulls in it [the spirit], 
when you’re scared entirely. There are lulls in your life, when you wonder what 
it’s all about.”(R. F. Speaking on Campus 93)とまとめる。逆説的だが、「恐れる」
ことで人間は真に生きるという意味で安心できる。ここから我々は、彼の「知り」
「把握」する営みが、「恐れる」ことと同義となり得ると理解できる。“Design”を
読み我々が不気味に見る、あの冷酷にも感じる「把握」の瞬間は、彼が講演で言及
した生き方の中に現出し得るのだろう。この喜んで目を向けたくはない実相を目
の当たりにし、蜘蛛と蛾という「小さな事物」にも意匠が張り巡らされている以
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上、自身も必滅の存在と実感せざるを得ない。それと同時に彼はこの決して喜ば
しくない認識の瞬間にこそ、“lull”「一時的な安心」があると言う。恐るべき事象
でも、目を背けず把握し受け止めることが人間の生き方だという信念が窺える。
また目を背け無関心を気取ってもなお、無意識に意味の介在を試みざるを得ない
のが人間の本性であり、それ故目を閉ざす者に安逸は訪れないとの彼の人間認識
が垣間見えよう。
　そうしてフロストが恐れを抱きつつ人間の生を実感する心象を謳ったと読める
代表的な詩が、“Design”と同じA Further Rangeに収まる“Desert Places”だ。雪
に閉ざされた森の中に広がる空間で、語り手は夜の闇に佇む。動物達は巣に身を
潜めさらに降り積もる雪に閉ざされ、この閉じた空き地に命を感じさせるものは
彼一人。嫌でも孤独を感じざるを得ない空間で詩人の眼差しはさらに孤独な宇宙
空間を思い、さらには我が心の内に思いを馳せる。この四連詩の最後、こうして
空想が外へ内へと向かう二連を見る。
And lonely as it is, that loneliness
Will be more lonely ere it will be less—
A blanker whiteness of benighted snow
With no expression, nothing to express.
They cannot scare me with their empty spaces
Between stars—on stars where no human race is.
I have it in me so much nearer home
To scare myself with my own desert places. (269)
　雪雲の彼方へ広がる宇宙を思い、さらに孤独の思いを詩人は募らせるが、目前
の闇に仄かに光る雪の白は今、詩人に何も語りかけて来ない。宇宙空間の闇、こ
こを取り巻く闇、ともに詩人にとって無と化している。この詩で語り手がしみじ
み実感し「恐れ」を抱くのは、「もっと近く、内に秘めた」内面の荒涼とした場所だ。
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得体の知れない無意識の自我を思いぞっとしているとも読み取れる。しかしフロ
ストが謳う知の営みを思うと、外界における人間存在の孤独さを彼は既知のもの
と飲み込んでおり、それでもなお内外へと目を凝らし知の営みを続け、新たな内
面の地平へ歩みを止めない詩人の覚悟が最後の二行に滲むと考える。ただしそれ
は彼が外に見出すいかなる事象が示唆する孤独をも凌駕する。「魂のリスクを冒
して」内に再構築を続ける営みは一方で、発信しても外部の他者に意図した通り
受信されるとは限らない。形式として iambic pentameter、各連四行中三行で同じ
韻を踏むRubáiyát Quatrainのこの詩は、三連までは雪に埋もれた閉塞感からか
やや明瞭さを欠く強勢が見られるが、詩人がこの孤独な覚悟を謳う最終連の韻の
み弱音が余り、その覚悟が単に楽天的なものではなく、苦渋に満ちた心情も含む
と感じられる。行末の共鳴音 [siːz]を含め、この連の各行に配された“scare” “star” 
“so” “myself”から響く s音からはこの光景と同じく、詩人が内なる知の歩みを続
ける覚悟の孤独な旅路に吹く、寒風が荒涼と聞こえてくるだろう。
3．
　講演でフロストが述べたように、彼が描く知の営みは意味の探求とも言える。
ここで「恐れ」や明暗の色彩から離れるが、“Desert Places”で彼が探求を「恐れ」
とともに「孤独」な営みと謳った点について、New Hampshire収録 170行の物語
詩“Maple”を通し考える。ニュー・イングランドでも栽培される楓と同じ名を付
けられた女性が、その名前の意味を探求する半生記が描かれる。名付けた母は彼
女の生後すぐに不運にも亡くなった。彼女の名前が風変わりなので人々はMable
の間違いだと思い、教師すらそう問い質す。名の由来を父に尋ねても、母のこと
を含めいずれ教えてやろうと言い、曖昧に引き延ばされたまま。彼女は進学し、
街へ出ていく。その間も名前が意味することを自分の中で探求せざるを得なかっ
た。勤め先の同僚の男もやはり彼女の名をMableだと思っていたが、初めて彼女
と言葉を交わすうち彼女の内に何らかの神秘を本能的に感じ取り、二人は惹かれ
合い結婚する。二人はMapleの老いた父へ挨拶に赴き、彼女は今度こそ名前が秘
めた意味を聞き出す決意でいる。
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　名前についてのこうした経緯を初めて聞いた夫は、愛する彼女の人柄も踏まえ
て“It was as personal as he could be / About the way he saw it was with you”
(172)と諭す。この「それ」とはMapleにとっては名前の意味であり、母の人物像
や託された思い等を指す。夫はそれを踏まえつつ、父や母にとっての「それ」をも
想像している。父の「それ」は妻との夫婦の営みであり、出会ってMapleが生まれ
るまでの夫婦の歴史だけでなく、妻を失ってからの追憶や形見の娘へ抱く思いも
含まれよう。母の「それ」にも、自分が生まれて死ぬまでの人生を反映した、断片
的にしか説明できない個人的な思いがあろう。何かの楓の木にまつわる思い出と
か、楓という木が一般的に象徴し得る特質や特徴から等とは、明快に答えられな
かったのかもしれない。幼少期に言わなかったままにしたことも彼は忘れている
かもしれない。また忘れるほどに、重大な物語はなかったのかもしれない。彼ら
の探る様子に父は怖気付き、心を閉ざすか不快に思うかもしれない。言葉を引き
出したとて、当時を生きた母や父が意味することと、探求の末に彼女が理解する
こととは異なるかもしれない。彼女はこの諭しを汲み、今回で探求は最後と決め
る。結局父から説明は得られず、実家の農園にも何のヒントも得られず終い。彼
女の科白とともに語り手は冗談めかし、こう詩を結ぶ。
“We would not see the secret if we could now:
We are not looking for it any more.”
Thus had a name with meaning, given in death,
Made a girl’s marriage, and ruled in her life.
No matter that the meaning was not clear.
A name with meaning could bring up a child,
Taking the child out of the parents’ hands.
Better a meaningless name, I should say,
As leaving more to nature and happy chance.
Name children some names and see what you do. (173)
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　「意味のない名前を付けたほうがいい」とはいえ、ここで詩人は決して意味の探
求を否定したわけではない。探求があったからこそ彼女は、名前だけではない自
分の秘めた魅力を見出した男と結婚へ至り、ここまで人生を導いてきた。恐れる
ことの意義をフロストが子供に学ばせ、自身と同じく問いかけ探求し何かを見出
す人間に育てようとしたのと同じくこの詩では、名前を通して本質的な意味を伝
えなかった親からでもこの子供は、探求し自らを見つめる大人へと立派に育っ
た。詩の最後で彼女は「探求をやめる」と表明するが、夫の諭しを受けた場面で語
り 手 は 既 に、“They clung to what one had seen in the other / By inspiration. It 
proved there was something.”(172)とあるように、新婚夫婦が互いの内面に存在
意義を見ている点に注目している。想像力を介す直感により何かを証明し理解す
る彼らは少なくとも互いにとり、自己と外界を知り把握するためのすぐれた鏡と
なり得ている。「字義通りに取ったり、一対一でしか意味の対応性を考えないこと
は理解の幅を狭めるとフロストは説明している」(Oster 48)と Judith Osterが論
じる通り、その鏡も他者である以上「分析的になりすぎたり、探求しすぎる」と、
認識の再構築の中で互いを誤解したり認識のずれを広げるリスクを伴うが、この
詩ではこの夫こそ、彼女の長い孤独な探求があったからこそ持ちえた自己の存在
意義を認識し肯定させ得る触媒となった。先に触れた講演でフロストが「探求の
よすがとするヒントが明瞭でなくとも、ここに自分がいてそれを持っているとい
う安心こそ、意味があるはずだと考えていることを示す」(R. F. Speaking on 
Campus 93)と語ったことと、夫がMapleに与えた安心感は、等価のものと言え
よう。
　とはいえ彼は諭す中で、彼女や父・母、人間が探求し把握し得る意味は個人的
なものだとも彼女へ教えている。彼にとってもそれは同じで、これから見出す結
婚生活の意味も日々変わり、相手が持つ意味もそれぞれが見る「世界の意味」と
ともに変容し得る。二人が絆の強さを確かめ合いながら、Mapleの内面で確たる
解決を見ずにこの詩が終わることは、彼らの愛の陶酔感を醸しながら、読者に煮
え切らない読後感を与えるのではないか。“Desert Places”では確固として自らを
「恐れ」させ、さらなる真理へ探究を続ける覚悟を垣間見せたが、同時に孤独な営
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みだからこそ語り手の覚悟は強く窺い知れた。彼女もまた一種の自己肯定という
クライマックスを迎えたが、この恩寵のような真理の顕現はあくまでも刹那的な
ものだ。時には他者や自己へ恐れをなすカタルシスともなりながら、詩人が真理
の受容を通過点として再び探求へ向かうのに似て、人生という長大な時間の中で
それぞれに、しばしば孤独に見える探求が続く感覚をこの詩は与えるのだろう。
その意味でこれらの詩に描かれる孤独感は、「恐れ」と同義とは言えないまでも、
フロストが描く探求の観点からは、重なり得る心情と言えるのではないか。
　もう一点、彼らが互いの存在意義を“cling”強く信じ、“prove”証し合ったこと
が明瞭には語られないことも、この孤独感を醸す読後感に作用するものとして注
目したい。彼女は名前の由来を願った通りに掴めなかったが、生きる意味や人生
の真理を示し得るメタファーだったわけだ。もちろんフロストに限らず多くの詩
人はむしろ、その瞬間に掴んだ直感を明瞭に説明するわけではない。彼女と父・
母・夫の間で共有困難だったように、口にした途端時空を隔てた我々の手をすり
抜けていくだろう。そもそもそれは言語化不能なものであり、比喩的に語るもの
と言える。フロストはアマースト・カレッヂでの講演を元にした別のエッセイ
“Education by Poetry”で、詩を通しメタファーによって語り、理解する意義を説
く。人はメタファーで語ることで“belief”、本論での言い回しでは「真理・意味」
により深く辿り着け、それは共有し得るものとなる。「若者ゆえに知識不足だか
ら」、「それが正しいと他人に証明できないから」、「恥ずかしいから」、「自尊心強
すぎるゆえに」(Selected Prose 45-46)、様々な理由で真理は言語化できないと説
明されるが、煎じ詰めるとMapleの父が語らなかったことを夫が代弁したのと同
じ、元よりそれが明瞭に語り得ないものだからと言える。フロストにとって真理
とは孤独に探究を重ね続け、補強し裏返り、時には他者と比喩的に共有しながら
培うものだろう。そして詩とは、その知の歩みそのものに、また把握されたと見
る瞬間に、詩情が焼き付けられたものと言える。従って彼が“material”「形」とす
る詩は、二項対立的に提示しながらも明瞭かつ最終的な結論を提示したり一方へ
導かず、詩情を感じ得る場面やメタファーとしての言語思考や会話の積み重ねを
提示するに留めるのではないか。
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まとめ
　ここまでフロストが数々の詩で触れ、行為そのものを象徴的に描くこともある
「知」と「把握」の営みを包括的に見てきた。再び“Design”で描かれた闇と白とい
う対照的な色について考察し、「恐れ」と謳う感情が同居するこの営みと真理が
我々に何を指し示しうるかまとめたい。“Desert Places”では闇に立つ語り手が、
仄かに見える雪原を前に人間存在の孤独とともに、探求する根源的な欲求と向き
合った。彼が描く白を、垣間見える真理的な概念の煌めきと見ることは可能だろ
う。これはNew Hampshireに収録され、白黒の対照くっきりと描く“For Once, 
Then, Something”にも共通する感覚だ。一日中井戸の中を覗き込む男を人は笑う
が、覗き込むからこそさらに暗く見える水面の奥に、何かの反射ではなく白いも
のを見たと信じる彼は、“What was that whiteness? / Truth? A pebble of quartz? 
For once, then, something.”(208)と諦めきれない思いを抱く。この詩は探求の営
みを象徴的に謳った詩と読め、白が真実の仄めかし、闇は彼が真実を探し焦点を
当てている世界と言えるし、垣間見た何かから意味を凝結させようとする彼の内
面的な「自分を恐れさせる」荒涼たる空間とも言える。笑う人の姿も自らを囲い
込み覗く姿も、その営みの孤独さをよく描き得ていよう。一種不気味な光景とし
て描かれた“Design”の構図もこれと同様に読める。彼が佇む夜の闇は真理が潜
む世界、つまり彼には未だ知り得ていない世界の全容として機能する。その未可
知の世界に佇む語り手は、時には“Maple”のように愛とともに可視化し難い自己
の価値という真実を知ることもある。一方で“Design”等のように戦慄すべき受
け入れ難い真実に触れることもある。それを把握し一旦受け止めて、あるいは把
握できたはずなのにと焦れながら、語り手はさらに今一度、さらに深い何かがと
探求を続ける。ここで抱く「脅え」の感情は、真理は受け入れ難く恐ろしいとの思
いや真理はそもそも存在しないのかという疑念にも通じようが、“The Bonfire”
で男が子供達に誘ったようなさらに先へ続く人生への備えでもあり、“Design”で
象徴的な白い蛾に見たような、不可解な真実を受容し、さらに包括的な真実を求
めて語り手を探求へ駆り立てる薪のような情感、つまり新たな探求への動機をも
含み得るだろう。その意味においてフロストの詩の明暗は、白黒ともに我々を戦
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慄させ得る感覚を喚起し互いに強め合い、我々に人生と世界の広大さを思わせる
効果を発揮する。彼が描く闇に包含された白は、現実に呻吟する語り手達の心情
から無垢の象徴とは言えず、恐怖を催し得る真理の色と言えるが、“For Once”で
井戸を覗き込む男の姿が一人日輪を背にして神々しく映ったように、不完全で
mortalゆえに不可知の闇に包まれる人間でありながら、immortalな存在や真理
へと探求を続ける意味において、畏れを抱くべき神聖さの象徴にもなり得る。そ
して探求する姿は詩の創造という意味において、「魂のリスク」を犯しながら恐
れ、形のない感情に「形」を与えるため一人で呻吟する詩人とも重なり得るだろ
う。
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